
'26.10.１ 群馬経済研究所・ぐんま経済

　皆さんは「GUNMA PASSPORT（以下、パスポートと表記）」をご存じでしょうか。
　パスポートは、2026年５月に１万部の初回申込を受付開始したが、人気のあまり即日受付
終了となった。その後、本来無料なのに人気が過熱しインターネット上で販売されるなど、転
売騒動でも話題になった代物だ。県は2026年７月に２万部の追加発行を抽選で行ったが、そ
の倍率は4.1倍になるなど、非常に人気の高い「コンテンツ」であると言えよう。
　そもそもこのパスポートは一体何なのか。「群馬県をもっと知り、もっと好きになってもらう」
ことを目的として群馬県が発行したもので、県内の温泉、自然、食、文化など、魅力的なポイ
ントを紹介している。また、県内各地で証印（スタンプ）を押すことができるページを設けて
おり、スタンプラリーとしても利用できる点も大きな特徴である。

人気の理由をこの目で確認するため、筆者自身も実際に2026年７月に応募し、約４倍の抽選を
勝ち抜き、幸いにもパスポートを入手することができた。配布開始直後の土曜日ということもあっ
てか、受け取り場所である県庁舎の入口は車で大行列。取得以前に駐車に一苦労な混雑状況であっ
た。県庁で最初のスタンプを押し、筆者のスタンプラリーはスタートしている。

中を開いてみると、県の鳥や魚、県内温泉地の紹介といったように、自分の住む群馬県につい
て知っているようで知らなかったことが色々書いてあり、なかなか面白い。また、単に群馬の観
光地を紹介するだけでなく、「スタンプを集める」という目的を加えることで、普段なら訪れない
地域にもつい足を運びたくなってしまう仕組みが非常に上手いと感じた。県内周遊の促進、経済
効果にもつながりそうだ（実際に県は初回１万部で約5.9億円の経済効果と試算している）。

また、茨城県が「IBARAKI PASSPORT」を2026年10月に初回発行を予定している。これは
茨城県知事が「GUNMA PASSPORT」を参考にしたと公言しているように、群馬県がいかに一
歩進んだ取り組みをしていたかが分かる事象であると思う。

今後の発行は2026年10月、2026年12月に各３万部を予定しているようなので、まだ入手して
いない人は、是非チャレンジしてみてはいかがだろうか。 （さくら）

資料：群馬県 筆者の手帳（県庁スタンプ）

【コラム】

～なぜ人気？
『GUNMA PASSPORT』を

手に入れてみた～

研究員の「ちょっとまって！」

○日本赤十字社によると、2025年度に献血した人の延べ人数は、群馬県内に87,177人おり、
この数を献血できる16～69歳の人口で割った「献血率」は7.2％であった（図表１）。都道府
県別の献血率をみると、群馬は、20～29歳を除く、その他の年代で全国よりも高い水準となっ
ており、全国平均の6.2％を上回る全国５位となっている（図表２）。

○この背景には、群馬県と群馬県赤十字血液センターが連携して、若年層、特に高校生を対象
とした校内献血に取り組んできたことが挙げられる。群馬では、献血率全国２位の栃木県と
同様に、高校献血の普及啓発を進めてきており、こうした若年層での献血経験がその後の年
代での献血に繋がっているようである。

○しかし、近年の動向をみると、献血率は低下傾向にあり、2021年度と比べて、60～69歳を
除く他の年代で低下している（図表２）。

○若年層での献血率の低下は、将来の医療体制を維持するうえでのリスクと考えられる。こうし
たなか、群馬県では「令和８年度献血推進計画」を定め、群馬県赤十字血液センターや市町
村と連携し、県民の献血に対する理解を深め、協力を促す取り組みを進めている。また、群
馬県赤十字血液センターでは、若年層への献血啓発活動や各種イベントの実施に加え、献血Ｗ
ｅｂ会員サービス「ラブラッド」による継続的な献血への協力促進により、将来にわたって必
要な血液を途切れなく患者に届けることができる体制づくりに取り組んでいる。

（担当：丸岡美智世）
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群馬の献血率は全国５位

図表１　都道府県別の献血率（2025年度）

資料：日本赤十字社「血液事業年度報」
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図表２　群馬の年代別の献血率
（　）内の数値は2025年度－2021年度�　単位：％
群　馬 （参考）全国平均

2021年度 2025年度 2021年度 2025年度
全　　体 7.4 7.2（▲0.2） 6.1 6.2 （0.1）
16～19歳 7.6 6.8（▲0.8） 4.5 4.8 （0.3）
20～29歳 5.8 5.0（▲0.8） 5.5 5.1（▲0.4）
30～39歳 6.8 5.8（▲1.0） 5.5 5.2（▲0.3）
40～49歳 8.7 7.3（▲1.4） 7.0 6.3（▲0.7）
50～59歳 10.7 10.4（▲0.3） 8.6 8.6 （0.0）
60～69歳 4.1 6.1 （2.0） 3.9 5.5 （1.6）
資料：日本赤十字社「血液事業年度報」 群馬県内を巡回する献血バス


